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令 和 ４ 年 度 事 業 報 告

自　　　令和　４年４月　１日

至　　　令和　５年３月３１日

公益社団法人　京都デザイン協会

はじめに

2022 年度は昨年に続き、コロナ禍が継続していたため、理事会、総会、各種実行

委員会の会議はほぼテレビ会議ツール「ZOOM」による WEB での開催とした。主た

る事業の「京都デザイン賞 2022」は、厳しい社会情勢であったが、可能な限りのコ

ロナ対策を施して実施することができた。

「会員展」、「京都デザイン会議」はコロナ禍のため残念ながら中止とした。

 

１. デザインを通じて地域基盤の向上と地域産業の振興を推進する事業（公１）
１─１．京都デザイン賞２０２２事業

	 出品登録  71 件・71 点

10 月８日（土）10:00 ～：作品搬入 71 点

　　　14：00 ～・第一次審査（KDA  会員、京都府、京都市、京都商工会議所）

10 月 9 日（日）

　　　10：00 ～：外部審査員による審査	 作品搬出 15:00 ～

	 審査結果 入賞：10 点	 入選：18 点

・入選作品展

会期：11 月 4 日（金）～ 6 日（日）午後 1 時～ 5 時

会場：くろちく イベントスペース 天正館２F 来場者 107 名

・表彰式・作品講評会

会期：11 月 6 日（日）午後 3 時～ 5 時 30 分

会場：くろちく イベントスペース 天正館２F

出席者：表彰式 62 名 作品講評会 63 名
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・交流会

日時：11 月 6 日（日）午後 6 時～ 8 時

会場：くろちく イベントスペース 天正館２F

出席者：44 名

・入賞・入選作品　広報

「京都デザイン賞２０２２  入賞・入選作品集」300 部

「公益社団法人京都デザイン協会ホームページ」に掲載

 https://www.kyoto-design.net/award_work/2022/

2．デザインアドバイス事業（公 1）
2 ─ 1　デザイン相談

グラフィックやインテリア、広報などのデザインについての相談

・株式会社くろちく　デザイン制作協力

3. 伝統工芸デザイン支援事業
　　自粛のため中止

4．研究・シンポジウム事業（公 1）
　　自粛のため中止

⒌ 会員の創作・研究・発表とデザイン向上を図る事業（共 1）
5 ─ 1　会員展

自粛のため中止

⒍ 会員相互の交流を目的とした事業（共２）
新型コロナ禍のため自粛

6 ─ 1  交流会 _

6 ─ 2　ＫＤＡサロン

6 ─ 3　Designers Min Café

6 ─ 4　国際交流事業

6 ─ 5　他団体との交流事業
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7. 京都のデザイナーによるデザイン会議事業（共３）
7 ─ 1　2021 年度 第 41 回 京都デザイン会議

新型コロナ禍のため中止

8. 広報事業（共 4）
　8 ─ 1　WEB 掲載による情報発信

　　　　https//www.design.kyoto

9. 総務事業（共 5）
　９─ 1　�京都デザイン協会事務局の事務所を令和 5 年 3 月末で移転。法務局への移

転届も提出。その他移転に伴う手続きも完了した。

	 移転先新事務所

	 〒 602-8061 �京都市上京区油小路中立売下ル甲斐森町 97 番地

			   西陣産業創造會舘 1 階

　９─２　KDA で発行された過去の印刷物を、未来に向けた資産として継承。

　９─３　その他の各事業のサポート

10．収益事業等（収）
　該当する事業なし



総会での議決権について 
 
これからは社員総会参考書類や議決権行使書面については電磁的方法により招

集通知を送ることにいたします。ただし請求があった場合には、書面で交付い

たします。 
 
電磁的方法により招集通知を送ることを決定した公益・一般法人においては、

評議員会や社員総会の開催に先立って、あらかじめ承諾を得ておく必要がある。 
 
法令で認められている電磁的方法 
招集通知に関して法令で認められている電磁的方法とは、次のとおりである。 
①	 電子メール等により送信する方法</div> 
②	 ウェブサイトに情報を掲載して、ダウンロードさせる方法 
③	 CD-Rなどに情報を記録して、交付する方法 
 
招集通知を電磁的方法により行う場合、招集通知とともに提供すべき計算書類、

事業報告、監査報告、会計監査報告についても電磁的方法により提供すること

ができ、書面を印刷するコストや手間が削減できる(一般法人法施行規則 47条、
64条)。 
	 社員総会参考書類や議決権行使書面についても、招集通知を電磁的方法によ

り行う場合は、電磁的方法により交付することができるが、社員から請求があ

った場合には、書面で交付しなければならないとされている(一般法人法 41条、
42条)。 



審査日、作品展、授賞式、作品講評会、交流会の日程、会場は下記のとおり内定しました。

応募締め切り日　9月30日（土）or 10月 5日（木）検討

■審査日 〈日　　時〉10月14日（土）搬入=10：00 ～　一次審査=14：00 ～　
 　　　　　  10月 15日（日）本審査=10：00 ～　搬出 =15:00 ～
 〈会　　場〉　嵯峨美術大学　有響館（うきょうかん）

■予備日 （未定）嵯峨美術大学有響館

■作品展 11月 24日 ( 金 )・25日 ( 土 )・26 日 (日 )  10：00 ～ 17：00 時間検討
 ・搬入 11月 24日 ( 金 ) =10:00~
 ・搬出 11月 26日 (月 ) =10:00~
 〈会場〉ホール Keiryu（半兵衛麩五条ビル 2階）

■授賞式 11月 26日 (日 ) =13:00~
■作品講評会 11月 26日 (日 ) =15:00~
 〈会場〉ホール Keiryu（半兵衛麩五条ビル 2階）

■交流会  11月 26日 (日 ) =18:00~
 〈会場〉ふふふあん（半兵衛麩五条ビル 3階）

■募集部門 2022 年度同様
■賞 2022 年度同様

■出品料検討 ゼネコン以外の応募が想定以上に少なかった昨年の応募状況を踏まえ
 中小建築家が応募しやすい出品料を検討

 建築　住　　宅　10,000 円
 　　　住宅以外　20,000 円

■審査員依頼済み　10月15日（日）依頼済み
新井清一氏　滝口洋子氏　中島信也氏　村田智明氏　八木義博

第 1回　京都デザイン賞 2023 実行委員会 2023 年 4月 14 日（金）
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